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メディア各位 

サステナビリティの視点からの真の競争優位性を構築する新たな経営の姿 

ワイズ・コクリエーション（共創）が実現するデサイシブ・トランスフォーメーションの提案（第三弾） 

 

バブル経済崩壊以降 30 年余り、経済成長を牽引する多くの産業で日本は世界に遅れを取ってきました。この停滞

した期間に日本社会は高度経済成長の成功体験に引きずられ、新たな流れを起こして大きな流れを掴むよりも細部の

カイゼンにこだわり続けて、挙句の果てに「ガラパゴス化」「茹でガエル現象」などと揶揄されてきました。その一

方で、何をしても成功体験が得られないという絶望感によって、日本人の心はすっかり抑うつ的になってしまいまし

た。 

さらに、多くの日本人に馴染の薄かったサステナビリティの視点での企業経営がグローバル社会での主流と

なり、今や当然のもとなってきました。サステナビリティへの取り組みは、現在のみならず将来社会の持続可

能性を実現しようというものです。しかも、その取り組みは、今でなければなりません。特に、地球温暖化や

自然環境破壊への問題に対しては、すぐにでも、サステナブル・トランスフォーメーション(*1) に取り組んで

いかなければ間に合わなくなってしまいます。 
(*1) サステナブル・トランスフォーメーション：多様性のある社会と自然環境の下で、人と地球環境と資源が調和し、

長期的な持続性と社会的包摂性をもって、誰もが自律して幸福を追求できる経済社会に変革すること 

 
今の日本にとって最も必要なことは、サステナビリティの視点から社会を変革する破壊的イノベーション（ソー

シャル・イノベーション）であり、デサイシブ・トランスフォーメーション“Decisive Transformation” （『決断力

のある変革』『果断な変革』）です。（図 1 参照） 
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デサイシブ・トランスフォーメーションの実現のためには、個々人が持っている能力を発揮するだけではなく、

また、組織の中で切磋琢磨して技術を磨いていけば良いということでもなく、それ以上に、政治や行政、企業、個々

人、市民社会（地域創発のコミュニティや社会問題解決のコミュニティ）など、ステークホルダーとして関わってい

る全ての人たちが、ワイズ・コミュニケーション（真の意思疎通“Wise Communication”） を図りながら、時に

はセレンディピティを巻き起こしながら、連携し相乗し合って能力を結集し、社会全体にイノベーションを巻き起こ

していくワイズ・コクリエーション（賢い共創 “Wise Co-Creation”）の仕組みが必要です。 

 

 

１．日本の経営に携わる皆様に 『ワイズ・コクリエーション（賢い共創  “Wise Co-Creation”）』を提案します 

サステナブル・イノベーションズ株式会社 （本社：東京都港区、代表取締役社長：池邊 純一、以下 当社）

は、これまで、(1) デサイシブ・トランスフォーメーション・ケイパビリティ“Decisive Transformation cap

ability for sustainability”(図 1 参照)、(2) 真に意思疎通のできるワイズ・コミュニケーション“Wise Com

munication”、(3) 6 つの共有“Sestet Sharing Methods”を提唱し、(4) 持続可能な社会の発展に貢献する

ことによって醸成される真の競争優位性を構築するためのビジネスナレッジ・ディクショナリ(施策体系(264

項目)、管理指標体系(約 1800 指標)、2023 年 6 月時点、非公開)を提供してきました。 

これらに引き続き、今回は、日本の経営者の皆様に、これまでに独自開発してきた上記 (1)から(4) の手法

を集大成した、ワイズ・コクリエーション（賢い共創 “Wise Co-Creation”）を実現するソリューションを 7 月

1 日に提供開始することと致しました。 

 
２．なぜ、ワイズ・コクリエーションなのか？ 

コクリエーション（共創 “Co-Creation”）とは、様々な知見を持った企業や多様な立場の人たちが、新たな社会

価値を「共に創り上げていく」ことです。 
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 一方、グローバル化した社会は複雑化し、企業に対しても、ただ単に利潤を追求すればよいというだけで

なく、地球温暖化問題、自然環境の保護、人権を重視し社会の多様性や社会的包摂性といったサステナビリテ

ィへの対応が求められています。サステナブル・トランスフォーメーションを目指す企業の経営課題は、抜本

的に、将来社会に向けて「持続可能な社会の発展に貢献することによって醸成される真の競争優位性」（以下 

真の競争優位性）を構築して、「持続可能な社会を実現する企業価値の創造」と「長期的な視点から捉えた収

益の拡大」を同時に実現していくことのできる組織に変容していかなければならないということです。 

そして、真の競争優位性の構築のためには、まさに、「ステークホルダーとして関わっている全ての人たちが、

ワイズ・コミュニケーションを図りながら、時にはセレンディピティを巻き起こしながら、連携し相乗し合って能力

を結集し、社会全体にイノベーションを巻き起こしていく」ことを目指すワイズ・コクリエーションの仕組みが

必要となるのです。 

ワイズ・コクリエーションは、これらの社会に求められる組織運営の形であり、あるべき企業経営の姿と言

えます。 

 
３．ワイズ・コクリエーションの実現 

個々の社会問題は単独の要因によって生じている場合もありますが、相互に複雑に絡み合いながら引き起こ

されている場合が多く、その解決も重層的な取り組みとなっていなければなりません。社会発展の方向性も、

そうした複合し関連し合う社会問題を多面的な方向から捉えて幾重にも重ねられた解決策として、それらを統

合する大きな構想として方向づけられたものでなければなりません。 

 
本章では、以下、(1) 社会を俯瞰して目指していくべき方向性と目標を設定し、(2) 社会を良くしたいとい

う個々人の思いを原動力とした社会変革のシナリオを描き、(3) 持続可能な社会を実現する企業価値の創造と

長期的な視点から捉えた収益の拡大を実現する施策をデザインしていくための「フレームワーク」と「社会変

革構想標準モデル」を示していくことにします。 

 
３．１．社会を俯瞰して目指していくべき社会の方向性、目標を見定める 

ワイズ・コクリエーションのために、何よりも大事なことは、社会を俯瞰して方向性と目標を見定めること

です。 

当社では、これまでに「社会問題の全体系（図 2 参照）」「主な社会発展の方向性（現時点で 24 個のメタタ

イプ、図 3 参照）」を体系化して整理し、「Sustainability Performance Indicator Board（図 4 参照）」を提

唱してきました。これらは「社会を俯瞰して目指していくべき社会の方向性、目標」を明確にして見定めてい

く手掛かりとなるものです。 

ここで、「図 2 （日本において認識されている）主な社会問題の全体系」は、社会問題が多岐にわたってい

て複合しているということ、および、その解決のための施策は重層的な取り組みでなければならないことを証

左するものです。 

また、図 3 に示すように、当社では「社会発展の方向性」を 24 個のメアタイプに分類して整理しています

が、これらは個々に発展していくというよりも、相互に関連しながら発展していくものと考えています。この

ことは、社会の発展は複合していくものであり、社会変革を巻き起こすイノベーションも重層的なものとなら

なければならないことを意味しています。 
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今、社会で注目を浴びているのは、脱炭素化に向けた取り組み（グリーン・エコノミー）と人権を重視した

多様性と社会的包摂への取り組み（エシカル・エコノミー）であり、エシカルグリーン生産消費社会の実現で

す。 

一方、グローバルの視点で見れば人口は増大しています。これまでのように「規模の経済」を追求していけ

ば、遠からず多くの資源は枯渇してしまうことは明らかです。今の私たち世代が取り組むべきことは、将来社

会の持続可能な発展を意図して循環型経済社会システム（サーキュラー・エコノミー）を構築していくことで

す。 

 
図 4 の中にある「サステナブル社会に向けたアウフヘーベン」が示していることは、大量生産・大量消費社

会が生み出した様々な社会問題を解決していくための現時点での方向性がエシカルグリーン生産消費社会の実

現であり、それは本質的に「規模の経済」の発想のままに新たなビジネスエコシステム経済圏を再構築しよう

という取り組みに他ならないということです。そして、大量生産・大量消費の市場メカニズムによる成長か、

社会問題を解決するのか、という二律背反の問題を解決するには、その問題を引き起こした「規模の経済」と

いう発想をそのままにしておくのではなく、その上で「循環の経済」に転換していくことが求められていると

いうことです。 

また、図 4 はサステナビリティの分野での標準であるトリプル・ボトムライン（経営状況を経済指標だけで

なく、社会視点、環境視点の指標でも捉える）の考え方にも合致したものになっています。それは「事業戦略

の地平線」上に視座したものに過ぎませんが、そこで確立した「ビジネスエコシステム経済圏」を土台にして

循環型経済社会システムの変革へと結びつけていくことで「社会価値の地平面」に視座を高めて「サステナブ

ル社会」の実現を図っていこうという「二段構えの構造」が必要であることを示しています。 
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３．２．より普遍的な欲求を見いだして社会変革のシナリオを描く 

今を生きている私たちは、その生活の様々のシーンの中で色々な欲求を満たしたいと願って生きています。

これは将来世代の人たちにとっても同じ願いであるに違いありません。私たちの世代だけでなく、将来世代の

人たちの願いを叶えられるようにしていきたいというのが、私たちに共通する「社会変革に対する普遍的な動

機づけ」となります。そして、この願いが原動力となって「持続可能な社会を実現する企業価値の創造と長期

的な視点から捉えた収益の拡大」を実現するサステナブル・トランスフォーメーションに結びついていきます

（図 5 参照）。 

 
社会変革のシナリオは、それは取りも直さず、図 4 Sustainability Performance Indicator Board が示す

方向性と指標体系を目標として描いていくことにもなります。 

とは言え、何らかの方法論もなく思考を進めても多岐亡羊な議論に陥ってしまう可能性があります。そこで

次節（第 3.3 節）の図 6 に示す「持続可能な社会に向けた企業価値の創造と長期的な視点から捉えた収益の拡

大」のフレームワークを用いてサステナブル・トランスフォーメーションのシナリオを策定していくことにな

ります。 

なお、図 5 のサステナブル・トランスフォーメーションの目指す姿は以下のように定義されます。 

 サステナブル社会システム：多様性のある社会と自然環境の調和を実現し、長期的な持続性と社会的
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包摂性を追求するための社会の枠組みや仕組み 

 循環型経済社会システム：多様性のある社会と自然環境との調和を実現し、長期的かつ持続可能な経

済発展を促進するための経済の枠組みや仕組み 

 サステナビリティ・ビジネスエコシステム：社会と組織と個々人の協創であり、社会とつながり自律

して分業し共創する組織が持続可能な経済活動を促進し、社会的価値の創造と維持を支える枠組

みや仕組み 

 社会問題を自ずと重層的に解決する経済社会システム：複合化する多様な問題や不均衡な状況に直面

している社会において、持続可能な解決策を見つけ、実行することを通じて、社会問題を総合的、

重層的、かつ、効果的に解決するための枠組みや仕組み 

 エシカルグリーン生産消費イノベーション：持続可能な社会を実現するために、倫理的かつ環境に配

慮した生産と消費のサステナブル・イノベーション（社会的・環境的な課題に対して、多様性の

ある社会と自然環境の下で人と地球環境と資源が調和し、長期的な持続性と社会的包摂性を実現

するために、革新的なアイデアやアプローチを生み出し実践するイノベーション）である 
（これらの定義は、当社のサステナビリティの定義に基づいて、一部、ChatGPT3.5 を用いて文章を作成しています） 

 
３．３．「持続可能な社会に向けた企業価値の創造と長期的な視点から捉えた収益の拡大」を実現する施策をデザインする 

私たちにはエコノミック・グロースを追求する思考の癖が染みついています。競争戦略の発想の下で収益

を拡大するためには、どんなイノベーションを創出すべきか、何に資源を投入すべきか、といったことに日々

思いを巡らせています。これは「事業戦略の地平線」で考えているに過ぎません。一方、社会を俯瞰して目指

していくべき社会の方向性、目標を見定めるということ、すなわち、将来社会の発展を見越して「持続可能な
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社会を実現する企業価値の創造と長期的な視点から捉えた収益の拡大」への施策を考えるということは「社会

価値の地平面」で考えるということになります。 

 
社会環境は日に日に変化していくものであり、社会環境の変化に伴い目的も変化していくということも考

慮しなければなりません。 

近年、「パーパス経営」が注目されています。「パーパス」は不変であると言われていますが、個々人の

「パーパス」も、日々変化していく社会環境の中で生きていく間に醸成されながら夫々に進化し深化していく

ものです。 

図 6 に示す「持続可能な社会に向けた企業価値の創造と長期的な視点から捉えた収益の拡大」の思考のフ

レームワークは、①現実的に「事業戦略の地平線」で見据えた「このようにして」への水平方向への取り組み

と、②夫々の人の中で醸成され進化し深化する「パーパス」を整理し、将来は「このようになる」という形で

「社会価値の地平面」に視座を高めていく垂直方向への取り組みを統合していくものです。 

「フレームワーク」とは、一般には「枠組み」という意味合いがありますが、ここでは「思いや考えを第

三者にも分かり易く効率的に整理していくために、一定の構造で思考できるように模式化したもの」という意

味で使用しています。 

 
３．４．「社会変革構想標準モデル」を用いた構想策定 

事業計画を立案するには、まずは、競争戦略の考え方を土台として SWOT 分析や STP/MM（セグメンテー

ション、ターゲティング、ポジショニング／製品、価格、場所（流通経路）、販売促進）といったマーケティ

ング戦略を考えるというのが一般的です。 

一方、最近では、経営資源を何にどのように投入すれば他社に真似されない希少価値のある真の競争優位性

を確立して長期的な収益拡大につながるかという視点から、共特化ビジネスや補完ビジネスを展開し、プラッ

トフォーム化、ビジネスエコシステム化を図って新市場を構築し、新たな社会生活様式を持つ独自の経済圏を

形成することによって圧倒的な強さを築き上げていこうという考え方が採用されるようになってきました。 

これらは、何れにしても、図 6 で示す「事業戦略の地平線」に沿った思考に位置しています。これらの方法

論は、エコノミック・グロースを中心に事業を思考しているので当然のこととは言えますが、社会問題を引き

起こした発想そのままだという欠点が保持されたままになっています。 

 
製品に、長年の思いがこもっていればいるほど、自社だけの独自技術であればあるほど、それが尖っていれ

ばいるほど、その製品に対するこだわる意識は強くなります。そして、そのこだわりこそが破壊的イノベーシ

ョンの障害になります。 

ビジネスというものは市場との対話ばかりでなく社会との対話で成り立つものです。社会との対話は、第 3.

1 節で示した「社会を俯瞰して目指していくべき社会の方向性、目標を見定めること」が土台となって交わさ

れるものです。そして、第 3.2 節の「より普遍的な欲求を見いだして社会変革のシナリオを描く」、第 3.3 節

の「社会価値の地平面」への展開に結びついていきます。 

「社会価値の地平面」に視座を高めていくことこそが、製品に対するこだわりから解き放たれていくための

重要なプロセスとなります。 
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当社が提供する「社会変革構想標準モデル」（図 7 参照）は、社会変革のシナリオの下で「持続可能な社会

を実現する企業価値の創造と長期的な視点から捉えた収益の拡大」を実現するサステナブル・トランスフォー

メーションへの道筋を描いていくためのガイドとなり、道標（みちしるべ）となるものです。 

 

 
とは言え、この「社会変革構想標準モデル」の［事業戦略の地平線］×［社会価値創造の地平面］（4×5）

の 20 個の枠の個々全てにおいて綿密に施策を立てて厳密に目標とする指標を管理することによってサステナ

ブル・トランスフォーメーションを実現していこうというのは現実的ではありません。 

むしろ、図 5 に沿って、まずは、技術の発展（技術革新）の目指す先にある「エシカルグリーン生産消費イ

ノベーション」の目的を見定め、そこから「自ずと重層的に解決する経済社会システム（社会問題の解決）」

「サステナビリティ・ビジネスエコシステム（社会と企業が共創する雇用や働き方への変革）へと視座を高め

ながら「循環型経済社会システム」「サステナブル社会システム」を目指していくという大きな流れを考え、

その上で、大局的に捉えた施策と目標を設定し、そこからバックキャスティングによって事業展開を計画し、

経営環境の変化に柔軟に対応しながら実現化していくというアプローチの方が現実的と言えます。 
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３．５．仮説を立てて検証するワークショップ 

当社のコンサルティングサービスは「問題を認識し、それを解決するために仮説を立てて検証するワークシ

ョップ(*2)」の形式で実施するものですが、この「問題認識－仮説と検証」の議論の本質は、単に「既存の知

識の正当性を主張し合う」のではなく「自ら何をどのように考えたら良いか」について思考し深めていくもの

です。 

「問題認識－仮説と検証」と言っても正解はありませんが、その思考は社会環境の変化に伴って柔軟に変容

させていくべきものです。何よりも、常に問題意識を持つことが大事です。「社会変革構想標準モデル」は、

よくありがちな「単なるその場だけの思いつきのワークショップ」に陥らないようにするためのものとなりま

す。 

また、「問題認識－仮説と検証」の議論をするにしても、単に言葉のやり取り（伝達）をするだけでは思考

は深まりません。そこではワイズ・コミュニケーション（真の意思疎通） が必要であり、そのための方法論

として当社では「6 つの共有 “Sestet Sharing Methods”」を用意しています。 

 
(*2) 「問題をどのように認識するか」「何をどのような状態に変革するか」「何をなすべきか」「どのようにするか」とい

う仮説を立て「その結果どうなるか」を議論し評価することを繰り返すことで、参加者が相乗して思考を深めていくワー

クショップ 

 
４．当社は、組織イノベーションを目指し、そして、デサイシブ・トランスフォーメーションを目指して参ります 

ワイズ・コクリエーションを実現するには、そこに関わる全ての方々の間での真の意志疎通、すなわち、ワ

イズ・コミュニケーションが必要ですが、それを可能にするのが「6 つの共有 “Sestet Sharing Methods”」

です。 

 
1. サステナビリティへの取り組みは、現在のみならず将来社会の持続可能性を実現しようというものです。

しかし、その取り組みは、今でなければなりません。 

2. サステナビリティへの取り組みは、誰かではなく、政治や行政、企業、個々人、市民社会（地域創発の

コミュニティや社会問題解決のコミュニティ）など、ステークホルダーとして関わっている全ての人た

ちが連携し相乗し合って能力を結集していかなければ、実現できません。 

 
当社ではこれまで、真の意思疎通を実現するワイズ・コミュニケーションから紐解き、今回は、ワイズ・コ

クリエーションという組織運営の形、これからのあるべき企業経営について示してきました。これは、目の前

のことを解決するために停滞してきた日本経済をけん引すべき企業の組織イノベーションの方向性を示したも

のでもあります。 

日本の経営に携わる多くの方々が、デサイシブ・トランスフォーメーション（決断力のある変革、果断な変

革）を目指して、いつかではなく今、誰かでもなく個々の方に、取り組んでいただければと願っています。 

 

 
2023 年 6 月 22 日 

サステナブル・イノベーションズ株式会社 
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